
月山とともに生きる
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西
川
町
の
概
要

町
名
の
由
来
と
地
勢

西
川
町
は
、
一
九
五
四
年
（
昭
和

二
十
九
年
）
　
十
月
に
西
山
村
、
川
土

居
村
、
本
道
寺
村
、
大
井
沢
村
の
四

つ
の
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

町
は
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
県
都

山
形
市
の
西
方
三
十
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
し
て
お
り
、
磐
梯
朝
日

国
立
公
園
の
朝
日
連
峰
や
月
山
と

そ
の
支
脈
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
面
積
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

が
山
地
で
占
め
ら
れ
、
平
地
は
町
を

流
れ
る
寒
河
江
川
沿
い
と
そ
の
支

流
沿
い
に
わ
ず
か
に
広
が
っ
て
お

り
、
可
住
地
面
積
は
十
三
．
二
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
（
三
．
三
パ
ー
セ
ン
ト
）

し
か
な
く
、
ま
た
、
県
内
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
、
多
い
地
区
で
は
五
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
積
雪
が
あ
り
ま
す
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
月
山

で
は
春
、
夏
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
毎
年
四
月
上
旬
か
ら
七
月

下
旬
ま
で
の
間
、
大
勢
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
で
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
西
川
町
を
支
え
た
人
た
ち

自
然
豊
か
な
西
川
町
で
は
、
昭
和
の
初

期
か
ら
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が

あ
り
ま
し
た
。

大
井
沢
村
　
（
現
在
の
西
川
町
大
井
沢
）

で
地
域
医
療
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
志
田

周
子
　
（
し
だ
　
ち
か
こ
）
　
女
医
の
活
躍
。

戦
後
教
育
の
新
た
な
芽
生
え
と
し
て
、

昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
朝
日
連
峰
の

麓
に
あ
る
大
井
沢
小
中
学
校
で
実
践
さ

れ
た
「
か
も
し
か
学
園
」
の
自
然
環
境
教

育。
そ
し
て
、
戦
争
中
か
ら
戦
後
一
九
四
五

年
（
昭
和
二
十
年
）
か
ら
一
九
四
八
年
（
昭

和
二
十
三
年
）
ま
で
の
四
年
間
に
か
け
て

西
川
町
岩
根
沢
に
疎
開
し
た
丸
山
薫
と

岩
根
沢
地
区
の
文
芸
教
育
の
は
じ
ま
り
。

地
域
医
療
の
確
保
が
深
刻
な
課
題
と

さ
れ
、
ま
た
、
地
球
環
境
の
保
全
に
関
わ

る
意
識
の
向
上
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
代

に
お
い
て
、
か
つ
て
の
西
川
町
の
取
り
組

み
は
地
域
資
源
と
し
て
改
め
て
見
直
し

し
、
地
域
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

広
く
後
世
に
伝
え
て
い
く
　
「
地
域
の
宝
」

と
い
え
る
も
の
で
す
。

地
域
医
療
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た

女
医
　
志
田
周
子
（
し
だ
　
ち
か
こ
）

■
略
歴

・
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
年
）

十
月
二
十
八
日

山
形
県
大
江
町
左
沢
で
生
ま
れ
る

・
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）

父
の
故
郷
で
も
あ
り
、
校
長
と
し
て

赴
任
も
し
て
い
た
大
井
沢
学
校
に
入
学

二
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）

山
形
第
一
高
等
女
学
校
（
現
山
形
西

高
等
学
校
）
　
入
学

・
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）

東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
（
現
東
京

女
子
医
科
大
学
）
　
入
学

・
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）

東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
卒
業
、
同

校
付
属
病
院
勤
務

二
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）

大
井
沢
村
診
療
所
医
、
村
医
、
校
医

に
着
任

・
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
年
）
　
～

一
九
五
九
年
　
（
昭
和
三
十
四
年
）

全
国
保
健
文
化
賞
受
賞
、

県
知
事
・
教
育
委
員
会
・
医
師
会
表
彰

・
一
九
六
二
年
　
（
昭
和
三
十
七
年
）

五
十
一
歳
で
死
去

【
高
等
女
学
校
ま
で
の
周
子
】

一
九
二
四
年
　
（
大
正
十
三
年
）
　
四
月
、

周
子
は
山
形
市
の
山
形
第
一
高
等
女
学

校
（
現
在
の
山
形
西
高
）
に
進
学
し
ま
す
。

周
子
は
こ
こ
で
も
勉
学
に
励
ん
で
優
秀

な
成
績
を
残
し
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
、
寄
宿
舎
で
の
学
生
生
活
も

大
い
に
楽
し
み
、
門
限
を
破
っ
て
、
塀
を

乗
り
越
え
て
帰
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

後
に
語
っ
て
い
ま
す
。

【
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
で
の
周
子
】

周
子
の
父
荘
次
郎
は
7
歳
の
と
き
、
母

り
ん
と
死
別
し
て
い
ま
す
。
り
ん
は
難
産

で
苦
し
み
、
医
師
が
駆
け
つ
け
た
と
き
は

既
に
死
亡
し
て
い
た
の
で
す
。
荘
次
郎
は

多
忙
な
教
師
生
活
の
中
で
医
師
試
験
の

勉
強
を
断
念
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
荘
次
郎
は
成
績
の
よ
い
周
子
に
思

い
を
託
し
ま
し
た
。
一
九
二
八
年
（
昭
和

三
年
）
四
月
、
周
子
は
父
の
薦
め
で
東
京

女
子
医
学
専
門
学
校
（
現
在
の
東
京
女
子

医
科
大
学
）
　
へ
入
学
し
ま
し
た
。

周
子
は
学
校
で
の
勉
学
に
い
そ
し
ん

だ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
同
時
に
都

会
で
の
青
春
を
謳
歌
し
ま
し
た
。
友
と
語

ら
い
な
が
ら
、
銀
座
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
楽

し
み
も
味
わ
い
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
も
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っ
と
勉
強
し
た
い
と
考
え
て
い
た
一
九

四
二
年
　
（
昭
和
十
七
年
）
　
七
月
、
「
三
年

で
い
い
か
ら
大
井
沢
に
帰
っ
て
く
れ
」
と

の
父
の
頼
み
を
い
れ
て
、
大
井
沢
に
帰
り

ま
し
た
。

【
地
域
で
の
苦
労
と
活
躍
】

周
子
は
大
井
沢
の
村
医
と
な
っ
て
診

療
を
は
じ
め
、
校
医
と
し
て
児
童
の
検
診

に
も
あ
た
り
ま
し
た
。
人
口
千
五
百
人
の

無
医
村
に
二
十
五
歳
の
女
医
一
人
、
臨
床

経
験
の
少
な
い
周
子
が
村
人
た
ち
の
病

気
を
診
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
特

に
冬
が
大
変
で
し
た
。
医
療
施
設
の
あ
る

西
川
町
間
沢
ま
で
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
重
症
患
者
の
輸
送
は
雪
の
上
を
村
人

が
橋
を
引
い
て
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

周
子
が
患
者
に
付
き
添
っ
て
歩
く
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
し
た
。
雪
道
を
往
診
に
駆

け
つ
け
る
周
子
を
待
た
ず
に
息
を
引
き

取
る
患
者
も
い
ま
し
た
。

大
井
沢
で
は
十
分
な
検
査
が
で
き
な

い
の
で
、
町
場
の
大
き
な
病
院
の
診
察
を

薦
め
て
も
、
村
人
は
素
直
に
受
け
取
ら
ず
、

「
医
者
の
く
せ
に
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と

非
難
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

一
九
三
八
年
　
（
昭
和
十
三
年
）
　
二
月
、

母
せ
い
が
急
死
し
ま
し
た
。
周
子
は
結
婚

を
あ
き
ら
め
、
一
日
も
休
め
な
い
村
医
と

し
て
一
層
力
を
尽
く
す
よ
う
に
な
り
ま

した。周
子
は
婦
人
会
長
、
村
会
議
員
の
要
職

も
務
め
、
村
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、
僻
地
医
療
の
本

腰
で
取
組
み
ま
し
た
。

家
々
を
回
っ
て
の
熱
心
な
指
導
の
甲

斐
あ
っ
て
、
幼
時
の
死
亡
、
働
き
過
ぎ
の

若
妻
の
死
亡
な
ど
山
村
に
多
い
病
気
が

年
毎
に
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
八
月
十
八
日
刊
の
朝
日

新
聞
東
京
版
で
　
「
仙
境
に
咲
く
女
医
さ

ん
」
と
い
う
見
出
し
で
記
事
取
り
上
げ
ら

れ
た
と
き
は
、
全
国
に
反
響
を
巻
き
起
こ

し
、
東
京
は
じ
め
関
東
や
戦
地
と
な
っ
て

い
た
満
州
の
兵
隊
か
ら
も
多
く
の
手
紙

や
は
が
き
が
周
子
も
元
へ
寄
せ
ら
れ
ま

した。
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
に
は
、

周
子
を
主
人
公
に
し
た
N
H
K
の
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
　
「
僻
地
に
生
き
る
」
が
放
送
さ

れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

一
九
五
九
年
　
（
昭
和
三
十
四
年
）
、
二

十
数
年
に
わ
た
り
医
療
福
祉
と
保
健
衛

生
の
向
上
に
努
め
、
学
校
医
、
婦
人
会
長
、

町
会
議
員
と
し
て
地
区
の
人
々
の
健
康

管
理
と
生
活
の
向
上
に
奉
仕
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
ま
し

た。

『
　
短
歌
に
つ
い
て

文
化
面
で
は
歌
人
と
し
て
数
々
の
作

品
を
残
し
、
「
志
田
周
子
歌
集
」
　
も
発
刊

さ
れ
て
い
ま
す
。
逝
去
後
に
地
元
と
婦
人

会
が
中
心
に
な
っ
て
功
労
を
顕
彰
し
て

歌
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
七
月

十
八
日
、
食
道
癌
の
た
め
入
院
し
て
い
た

東
北
大
学
付
属
病
院
で
、
周
子
は
そ
の
生

涯
を
終
え
ま
し
た
。

「
西
山
に
オ
リ
オ
ン
星
座

か
1
る
を
み
て
患
家
に
急
ぐ

雪
路
を
ふ
み
て
」

「
夏
の
日
の
雑
草
の
ご
と

た
く
ま
し
く
我
は
一
生
を

終
へ
む
と
思
う
」

「
白
煙
の
立
つ
が
に
吹
雪
く

雪
原
に
立
ち
す
く
み
い
つ
つ

往
診
の
帰
路
」
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由子巧雀絶
鈴木久手響

■
講
演
「
辺
地
診
療
へ
の
随
想
」

昭
和
三
十
四
年
十
一
月

第
二
回
社
会
医
療
東
北
学
会
（
上
山
市
）

「
何
に
ま
し
て
も
一
番
苦
労
し
ま
す
の
は
、
冬
の
仕
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
と
に
往
診
で

す
が
、
私
の
所
は
非
常
に
雪
が
深
い
も
の
で
す
か
ら
五
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
積
も
り
ま
す
の
は

ザ
ラ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
時
に
よ
り
ま
す
と
一
昼
夜
に
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
積
も
る
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
往
診
に
は
二
人
か
三
人
で
迎
え
に
ま
い
り
ま
す
が
、
と
て
も

あ
の
「
か
ん
じ
き
」
を
は
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
苦
労
し
て
ス
キ
ー
を
習
っ

た
り
も
い
た
し
ま
し
た
。

只
今
で
は
、
小
中
学
校
の
子
ど
も
が
毎
朝
道
を
ふ
ん
で
広
げ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ス
キ
ー

う
う
を
使
わ
な
い
で
も
す
む
よ
う
に
な
り
、
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
重
症
で
入
院
の
必
要
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
ど
う
し
て
も
手
術
の
た
め
に
入

院
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
場
合
の
患
者
の
輸
送
は
、
本
当
に
苦
労
し
ま
す
。

こ
う
い
う
場
合
で
す
と
親
戚
・
部
落
の
人
二
、
三
十
人

ぐ
ら
い
の
応
援
を
得
ま
し
て
、
ソ
リ
で
運
ぶ
の
で
す
。
自
動
　
　
　
　
　
・
・
・
・
－
－
」

車
の
便
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
六
、
七
里
、
時
に
よ
っ
て
は
八

里
ぐ
ら
い
も
ソ
リ
で
引
つ
ば
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
わ
た
し
も
病
院
ま
で
つ
い
て
ま
い
り
ま
す
こ
と
が

何
回
か
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
手
術
の
よ
う
な
場
合
で
す
と
、

な
る
べ
く
早
め
に
病
院
に
送
る
よ
う
に
い
つ
も
気
を
配
っ
て

お
り
ま
す
が
、
手
遅
れ
で
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま

した。」

【
周
子
の
生
涯
』
　
鈴
木
久
夫
著
よ
り
】

著
作
に
つ
い
て

●
『
風
吹
峠
』
（
か
ざ
ほ
こ
と
う
げ
）

高
橋
義
夫
著
文
聾
春
秋
発
行

・
『
狼
奉
行
』
で
第
一
〇
六
回
　
（
一
九
九
一

年
下
半
期
）
　
直
木
賞
を
受
賞
し
た
小
説
家

高
橋
義
夫
が
志
田
周
子
を
モ
デ
ル
に
し

て
書
い
た
小
説
。

・
主
人
公
の
千
花
（
ち
か
）
が
、
東
京
女

子
医
学
専
門
学
校
付
属
病
院
医
局
か
ら

故
郷
に
帰
る
場
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

〃。カ〆．′
毎
轟

′
・
∴
r

宰
r
j
葬
り

■
『
周
子
の
生
涯
』

鈴
木
久
夫
著
大
風
印
刷
発
行

一
九
七
五
年
　
（
昭
和
五
十
年
）
　
十
一
月

・
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
四
月

に
大
井
沢
中
学
校
に
赴
任
し
、
朝
日
町
か

ら
西
川
町
に
籍
を
移
し
た
著
者
が
、
町
の

た
め
に
何
か
を
残
し
た
い
と
考
え
、
ふ
る

さ
と
の
人
々
の
た
め
に
生
き
、
死
ん
で
か

ら
も
人
々
に
光
を
注
ぎ
続
け
る
女
性
「
志

田
周
子
」
に
つ
い
て
記
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
。

・
周
子
が
食
道
ガ
ン
で
入
院
し
た
と
き
の

療
養
日
記
や
、
大
井
沢
で
面
倒
を
み
て

あ
げ
て
い
た
室
岡
由
里
さ
ん
の
手
紙

も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
恋
も
青
春
も
な
げ
う
ち
、
故
郷
の

寒
村
へ
女
医
と
な
っ
て
戻
っ
た
千
花

の
苦
悩
と
喜
び
」
　
（
横
帯
よ
り
）



か　轡

志
田
周
子
に
関
連
す
る
事
柄
に
つ
い
て

■
ひ
と
り
芝
居
「
真
知
子
～
あ
る
女
医
の
物
語
」

「
ひ
と
り
芝
居
真
知
子
」
　
～
あ
る
女
医
の
物
語
～

演
出
・
構
成
・
補
稿
　
ゆ
き
や
こ
ん
こ
ん

原
作
　
鈴
木
久
夫
（
周
子
の
生
涯
よ
り
）

脚
本
　
池
田
　
は
じ
め

こ
の
ひ
と
り
芝
居
は
、
志
田
周
子
女
医
を

モ
デ
ル
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
す
。

■
今
田
裕
美
子
（
こ
ん
た
ゆ
み
こ
）
さ
ん

俳
優
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

出
身
地
／
山
形
県
天
童
市

高
校
を
地
元
で
卒
業
す
る
と
同
時
に
劇
団
ら
く
り
ん
座
（
栃
木
県
）
に
入
団
。
そ
の
後
上
京

し
、
タ
レ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
に
通
い
な
が
ら
、
フ
リ
ー
で
数
々
の
舞
台
公
演
に
出
演
。
一
時
、
付

き
人
の
経
験
も
す
る
。

一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
　
「
山
形
発
信
－
こ
を
目
的
に
拠
点
を
山
形
へ
移
す
。
ひ
と
り
芝

居
を
メ
イ
ン
に
、
語
り
劇
、
講
演
、
山
形
短
期
大
学
人
間
福
祉
学
科
演
劇
課
非
常
勤
講
師
の
ほ

か
、
演
劇
手
法
を
用
い
た
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
な
ど
を
養
う
た
め
の
「
夢
こ
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
主
宰
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
二
フ
ジ
オ
・
C
M
等
に
も
出
演
し
幅
広
く
活
躍

し
て
い
る
。

【
以
上
、
今
田
裕
美
子
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
】

周
子
が
使
用
し
て
い
た
器
具

大
井
沢
診
療
所
跡
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戦
後
教
育
の
二
つ
の
新
た
な
芽
生
え

■
　
西
川
町
の
自
然
環
境
教
育

朝
日
連
峰
の
麓
に
あ
る
大
井
沢
小
中

学
校
で
実
践
さ
れ
た
「
か
も
し
か
学
園
」

は
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
始
め
ら
れ

た
自
然
教
育
で
す
。

半
世
紀
に
わ
た
り
教
師
を
は
じ
め
村

人
、
子
ど
も
が
力
を
合
わ
せ
て
僻
地
の
過

疎
と
貧
困
を
打
開
し
村
を
興
す
た
め
の

教
育
実
践
＝
自
然
学
習
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
は
自
然
を
科
学

的
に
捉
え
、
考
え
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
生
き
る
力
も
つ
け
さ
せ
る
も
の
で
し

た。

■
講
談
社
発
行
　
戸
川
幸
男
著

『
月
山
か
も
し
か
学
園
』

（
戸
川
幸
夫
動
物
文
学
全
集
Ⅱ
に
収
録
）

・
西
川
町
大
井
沢
小
・
中
学
校
の
自
然

観
察
教
育
「
か
も
し
か
学
園
」
を
題

材
に
し
た
モ
デ
ル
小
説
。

・
朝
日
連
峰
の
山
間
部
に
あ
る
大
井
沢

村
に
、
三
十
五
年
ぶ
り
に
故
郷
に
赴
任

す
る
校
長
と
僻
地
教
育
を
志
望
し
て

き
た
新
卒
教
師
の
二
人
が
、
恵
ま
れ
た

自
然
を
利
用
し
た
教
育
を
志
し
、
子
供

た
ち
が
野
鳥
、
獣
類
、
草
花
、
気
象
、

昆
虫
、
魚
類
、
地
学
、
撮
影
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
研
究
活
動
を
活
発

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

・
教
育
委
員
長
を
兼
ね
る
村
の
ボ
ス
た

ち
は
、
校
長
た
ち
の
理
想
を
理
解
し
よ

う
と
せ
ず
、
相
談
な
し
に
活
動
を
進
め

た
と
し
て
こ
と
ご
と
に
妨
害
を
し
ま

す
が
、
子
供
た
ち
の
研
究
の
成
果
は
あ

が
り
、
世
間
に
知
ら
れ
始
め
ま
す
。

・
「
風
の
お
ん
つ
ぁ
ん
」
と
い
う
猟
師

が
登
場
し
、
子
供
た
ち
の
研
究
に
協
力

し
ま
す
。
「
風
の
お
ん
つ
ぁ
ん
」
　
は
、

村
の
ボ
ス
が
隣
市
博
覧
会
へ
の
資
料

出
品
を
邪
魔
す
る
と
、
一
人
で
ボ
ス
の

家
に
交
渉
に
行
き
男
た
ち
を
相
手
に

立
ち
回
り
を
示
し
ま
す
が
、
ボ
ス
の
家

が
火
事
に
な
っ
た
と
き
は
、
危
険
を
顧

み
ず
ボ
ス
の
娘
を
救
い
出
し
、
ボ
ス
の

反
省
も
あ
り
、
子
供
た
ち
の
研
究
は
一

層
進
ん
で
い
き
ま
す
。

ち
の
工
房
を
見
学
で
き
る
ほ
か
、
工
人
の

指
導
で
昔
か
ら
の
伝
統
的
技
法
が
学
べ

ます。

■
大
井
沢
自
然
博
物
館

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
）
四
月
、

大
井
沢
小
中
学
校
の
学
校
教
育
の
一

と
し
て
の
自
然
研
究
が
発
端
と
な
り
、

域
ぐ
る
み
の
自
然
教
育
の
組
織
が
生

れ
ま
し
た
。

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）
、
県

教
育
委
員
会
は
研
究
資
料
の
一
般
公
開

を
計
画
し
、
鉱
山
植
物
と
動
物
の
標
本
を

陳
列
し
、
大
井
沢
自
然
博
物
館
と
名
づ
け
、

翌
年
の
昭
和
二
十
九
年
六
月
九
日
に
は

山
形
県
か
ら
博
物
館
に
指
定
さ
れ
、
そ
の

後
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
十
二

月
八
日
、
旧
博
物
館
が
建
ち
、
一
九
八
九

年
（
平
成
元
年
）
七
月
十
七
日
、
現
在
の

博
物
館
が
伝
承
館
と
共
に
落
成
し
現
在

に
至
り
ま
す
。

大
井
沢
自
然
博
物
館
で
は
、
月
山
・
朝

日
連
峰
及
び
大
井
沢
に
生
息
す
る
動

物
・
植
物
を
地
域
ぐ
る
み
で
収
集
し
、
は

く
製
や
標
本
に
し
た
も
の
を
リ
ア
ル
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
で
は

朝
日
連
峰
の
高
山
植
物
を
植
栽
し
た
植

物
園
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
然
と
匠
の
伝
承
館
で
は
、
各
工
人
た

■
か
も
し
か
学
園
も
の
が
た
り

（
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

西
川
町
大
井
沢
地
区
で
行
わ
れ
た
「
か

も
し
か
学
園
」
と
い
う
名
の
心
豊
か
な
地

域
博
物
館
活
動
。
子
ど
も
た
ち
は
月
山
山

麓
の
豊
か
な
森
や
そ
こ
に
住
む
生
き
も

の
達
を
肌
身
で
感
じ
、
何
百
年
も
伝
承
さ

れ
た
生
活
文
化
を
地
域
に
住
む
お
年
寄

り
か
ら
伝
え
ら
れ
、
山
里
を
先
祖
か
ら
引

き
継
い
で
き
ま
し
た
。

こ
の
地
域
文
化
・
自
然
の
す
ぼ
ら
し
さ

を
、
今
の
子
ど
も
達
に
語
り
伝
え
、
生
身

（
な
ま
み
）
の
本
物
の
体
験
活
動
を
目
的

と
し
た
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
か
も

し
か
学
園
も
の
が
た
り
」
　
で
す
。

町
内
外
の
子
供
た
ち
が
、
農
林
家
で
あ

る
大
井
沢
の
民
宿
へ
分
宿
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
日
程
で
農
林
作
業
（
稲
作
、
畑
作
、

枝
打
ち
、
山
菜
と
り
等
）
や
食
事
づ
く
り

（
そ
ば
打
ち
、
餅
つ
き
等
）
を
体
験
し
た

り
、
自
然
と
匠
の
伝
承
館
を
中
心
と
し
て
、

地
元
に
伝
わ
る
生
活
工
芸
を
各
工
人
よ

り
指
導
を
受
け
体
験
を
し
ま
す
。
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■
文
芸
教
育
の
は
じ
ま
り

岩
根
沢
地
区
と
丸
山
薫

岩
根
沢
地
区
は
西
川
町
の
ほ
ぼ
中
心

部
に
位
置
し
、
国
道
一
一
二
号
線
か
ら
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
月
山
方
向
に
入
っ

た
集
落
で
す
。
岩
根
沢
は
中
山
間
地
帯
に

あ
る
農
山
村
で
す
が
、
他
の
地
区
に
な
い

特
徴
と
し
て
、
月
山
、
羽
黒
山
、
湯
殿
山

の
三
山
信
仰
の
登
拝
口
で
あ
り
、
現
在
岩

根
沢
三
山
神
社
で
あ
る
旧
日
月
寺
の
門

前
で
あ
る
宗
教
集
落
の
顔
を
持
っ
て
い

ます。

ま
た
、
詩
人
「
丸
山
薫
」
が
疎
開
中
に

小
学
校
で
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
詩
作

活
動
に
取
り
組
ん
だ
地
区
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

詩
人
丸
山
薫
　
（
ま
る
や
ま
　
か
お
る

一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
年
）
六
月
八

日
－
一
九
七
四
年
　
（
昭
和
四
十
九
年
）

十
月
二
十
一
日
）
　
は
、
戦
争
中
か
ら
戦
後

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
か
ら
一
九

四
八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
ま
で
の
四
年

間
に
か
け
て
西
川
町
岩
根
沢
に
疎
開
し
、

岩
根
沢
小
学
校
の
代
用
教
員
と
し
て
勤

務
の
か
た
わ
ら
、
地
区
の
人
た
ち
と
交
わ

り
、
「
北
国
」
　
「
仙
境
」
な
ど
こ
の
地
を
題

材
と
し
た
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

■
丸
山
薫
記
念
館

丸
山
薫
を
慕
う
全
国
の
人
た
ち
の
協

力
で
建
て
ら
れ
、
丸
山
薫
の
原
稿
や
文
具

な
ど
を
収
め
展
示
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

毎
年
丸
山
薫
を
慕
う
人
た
ち
の
集
い
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
文
化
活
動
の

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
岩
根
沢
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
あ
る

丸
山
薫
の
詩
碑
に
刻
ま
れ
た
詩

人
日
を
よ
そ
に

春
は
い
の
ち
の
花
を
飾
り

秋
に
は
深
紅
の
炎
と
燃
え
る

あ
れ
ら
山
ふ
か
く

寂
英
に
生
き
る
木
々
の
姿
が

い
ま
は
私
に
な
っ
た

●
北
の
春

ど
う
だ
ろ
う

こ
の
沢
鳴
り
の
音
は

山
々
の
雪
を
あ
つ
め
て

ご
う
ご
う
と
谷
に
あ
ふ
れ
て
流
れ
く
だ
る

こ
の
す
さ
ま
じ
い
水
音
は

緩
み
か
け
た
雪
の
下
か
ら

一
つ
一
つ
木
の
枝
が
は
ね
起
き
る

そ
れ
ら
は
固
い
芽
の
た
ま
を
つ
け

不
敵
な
む
ち
の
よ
う
に

人
の
額
を
打
つ

や
が
て
　
山
す
そ
の
林
は
う
っ
す
ら
と

緑
い
ろ
に
色
付
く
だ
ろ
う

そ
の
中
に
　
早
く
も

こ
ぶ
し
の
白
い
花
も
ひ
ら
く
だ
ろ
う

朝
早
く
　
授
業
の
始
め
に

一
人
の
女
の
子
が
手
を
挙
げ
た

－
先
生
　
つ
ば
め
が
き
ま
し
た

（
詩
集
『
仙
境
』
か
ら
）



お問い合せ先　〒990－0792　山形県西村山郡西川町大字海味510 

西川町総務企画課　企画担当　駄0237－74－2112　nlXO237－74－2112 

平成22年7月作成

西
川
町
の
観
光
情
報

’
月
山

山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
標
高
一
九
八

四
メ
ー
ト
ル
。
珍
し
い
楯
型
ア
ス
ピ
ー
テ
形
式
の

火
山
で
、
朝
日
連
峰
、
飯
豊
連
峰
と
と
も
に
磐
梯

朝
日
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
百
名
山
の

一
つ
で
す
。

出
羽
三
山
の
主
峰
で
あ
り
、
山
岳
信
仰
の
山
と

し
て
知
ら
れ
、
山
頂
の
月
山
神
社
に
は
「
月
読
命
」

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
奥
の
細
道
の
松
尾
芭
蕉
が
、

月
山
に
登
山
し
　
「
雲
の
峯
　
い
く
つ
崩
れ
て
月
の

山
」
と
歌
い
ま
し
た
。

豊
富
な
残
雪
に
よ
り
、
リ
フ
ト
も
設
置
さ
れ
夏

ス
キ
ー
（
四
月
上
旬
～
七
月
末
頃
）
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
雪
解
け
と
と
も
に
咲
き
誇
る
高
山
植
物
、

秋
に
は
鮮
や
か
な
紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
に
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
も
楽
し
め
ま
す
。

●
県
立
自
然
博
物
園

『
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
』
内
に
あ
り
、
ブ
ナ
林

を
中
心
と
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
で
、
自

然
に
触
れ
合
い
な
が
ら
『
自
然
の
仕
組
み
』
や
『
自

然
と
人
間
の
係
わ
り
合
い
』
な
ど
を
理
解
い
た
だ

く
た
め
の
施
設
で
す
。

園
内
は
ネ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、

野
外
遊
歩
道
沿
い
に
自
然
観
察
の
た
め
の
各
種
広

場
、
体
験
ゾ
ー
ン
、
展
望
台
、
野
鳥
観
察
小
屋
な

ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
六
十
里
越
街
道

千
三
百
年
頃
か
ら
、
内
陸
と
庄
内
を
結
ぶ
物
資

輸
送
、
そ
し
て
出
羽
三
山
の
湯
殿
山
、
月
山
へ
の

参
詣
の
道
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近

代
化
の
波
の
中
、
人
々
に
忘
れ
去
ら
れ
風
化
の
一

途
を
辿
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
歴
史
的
な
街

道
と
し
て
見
直
さ
れ
、
多
く
の
方
の
努
力
に
よ
り

、
測
量
が
行
わ
れ
地
図
上
に
再
現
さ
れ
、
街
道
の
宿

場
と
し
て
栄
え
た
志
津
温
泉
周
辺
か
ら
当
時
の
石

畳
が
発
振
さ
れ
る
な
ど
、
先
人
た
ち
の
息
吹
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


